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南極大陸かすみ岩露岩地帯の藻類植生
料

干冨 島 博＊

ALGAL VEGETATION OF THE KA.SUMI ROCK 

ICE-FREE AREA, PRINCE OLAV COAST, ANTARCTICA 

Hiroshi FUKUSHIMA* 

Abstract 

On February 20, 1961, the writer collected 

algae in the Kasumi Rock ice-free area, which 

is located around 68 °21' S and 42 °13' E, on the 

Prince Olav Coast, Antarctica, and reported 

already on the diatom flora thereof (FUKUSHIMA, 

1962). Since the writer has finished investi­

gation of the algae of the above-mentioned 

material except diatom, the algal vegetation 

in this area is reported here. 

Among the algae f ram the Kasumi Rock 

area, diatom was the largest in the number 

of species, followed by blue-green algae and 

then by green algae. In quantity, blue-green 

algae was larger than diatom, but in a brack­

ish pond, a king of green algae ( ex. Chlorococ・

cum sp.) grew so abundantly that sometimes 

the sequence of quantity became green algae, 

blue-green algae, then green algae. 

Of the blue-green algae found in the Ka­

sumi Rock area, specific identification could 

be made on 9 taxa. Only 1 taxon of them 

was Antarctic endemic species, having such a 

small number of individuals that it may be 

said that almost all blue-green algae of this 

area cosmopolitan. In diatom, most were Ant­

arctic endemic species; in the number of in・

dividuals, too, Antarctic endemic species were 

more than cosmopolitan ones in the case of 

fresh water, whereas in the case of brackish 

pond cosmopolitan ones were far more than 

endemic ones. In myxophyceae (blue-green 

algae), co:.mopolitan species were far more 

than endemic ones in both fresh water and 

brackish water. 

1. 環 境 要 因

かすみ岩は南極大陸のプリンスオラフ海岸にある露岩地域で， 南緯68°21 ＇， 東径42°1 3 ＇に

ある． 著者は第5次日本南極地域観測に参加し， 昭和36年2月20日にこの露岩地域の調査を
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する機会を持った． この露岩地域に天測点を設定し， その地点の天測をする聞に行なったも

のである． 当日は急に強風が吹き始め， ヘ リコプタ ー の飛行に支障をきたしそうになった の

で， わずか 1 時間半ほどの調査できりあげねばならなかった． このごく短い 時間に著者に自

由に調査する便宜を計って下さった吉田栄夫隊員ら天測班の方々， この天測班に著者を加え

て下さった守田康太郎副隊長， 分析資料を使用させて下さった鳥居鉄也博士， 目黒照博士ら，

岩石の同定をして下さった木崎甲子郎隊員 と ， 研究室でのこの研究に協力して下さった小林

艶子， 木村憲司両氏に厚く感謝する．

このかすみ岩のケイ藻植生については著者が既に報告した論文(19 6 2 ）の中に環境要因も

記したが， 必要な部分を再録しておく．

調査した8 つの池沼の見取図は前報に示した． これらの池は海抜約1 0 ～ 20 m の範囲内に

点散していた. St . 1 を調査した 1 3時15分（昭和基地時刻〉の気温は4 .2 °C， 水温 2 .1 °C で

あった． 「宗谷」船内での目黒博士 の分析では， 02 は19 ～ 20 mg/lで， P, NH3 , N02 は

「宗谷」船内の定量分析法では， 定量分析できない位わずかしかなく， 栄養塩類が極端に不

足していることがわかった． 塩素イオγ濃度量は元名古屋大学の菅原健博士研究室と 元千葉

大学の鳥居欽也博士研究室の定量分析値による と ，St. 1 は358 mg/ l, St . 2は9,523 mg/l, 

St . 3は4ヲ952mg/l, St . 7は5,1 76 mg/l となっていた． かすみ岩 の池沼は水質的に 2 つに区

分することができる． l つは淡水の、池、沼で、他は汽水の池沼で、ある． 前者にはSt. 1 と 8が属

し， 後者には St. 2 ～ 7の池沼が属するが， 淡水の池沼でもかなり多くの塩分が含まれてい

た． ケイ藻植生でもこの2群は異なっていること はすでに報告した．

2. 藻 類 植 生

Station 1 

塩分をかなり含んだ淡水（Cl 量 358 mg/l）の池沼で， 池底の浅い所の砂の表面が暗青緑

色に見えるほど沢山のラン藻が繁殖していた．

Sample 20 ,80 3本一池底の砂の中の材料でラソ藻はさほど多くなく， Chroococcus minutus 

と Gloeocapsa sp. が普通にあったが， ケイ漢は少なかった．

Sample 20 ,804 ー池底の砂上にラン藻が暗青緑色に良く繁殖している所. Nostoc verrucosum 

が沢山あったほかは， 他のラン藻もケイ藻も少なかった．

Sample 20 ,805一同上. N ostoc verrucosumがおびただしくあった．

本 1962年の論文に用いた標本番号は第5次南極観測の採集標本番号で， 今回用いた番号は福島博所蔵
標本番号である．
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Sample 20 ,806，ー青褐色のラン藻の藻被に付着していた藻類で， Nostoc verrucosum 少量と

他のラン藻2種が見られただけで、あるが， ケイ藻は Navicula muticopsisが多量に生育してし 、

た．

Sample 20 ,807－池底の砂の中． ラン藻の Phormidium tenue， ケイ藻の Achnanthes bre­

vipes v. intermedia, Navicula muticopsisが普通にあって， ラン藻， ヶイ藻がそれぞれ 2種ず

つあったが， 個体数 はまれであった．

Sample 20 ぅ808-4 種のラン：誌を見出したが， 個体数 は少なかった．

Sample 20 ,80 9ー池底の石に付着していた材料で， 5 taxa のラン藻と8 taxaのケイ藻を

見出したが， Calothrix sp., Phormidium tenue 以外は個体数が少なかった．

St. 1 の池では7本の材料を調査して7taxaのラン藻と 1 2taxaのケイ藻を見出した． こ

れらの藻類の中少なくなかった のは， ラン藻では Calothrix sp . , Chroococcus minutus, Gloeo­

capsa sp., Nostoc verrucosum, Phormidium tenue で， ケイ藻では Achnanthes brevipes v. inter­

media, N avicula muticopsis であったが， 各材料での出現度や個体数 から考える と ， この池は

Nostoc verrucosum と Navicula muticopsisを優占種 と する池である と言える． なおこの池では

9 taxaのケイ藻の種名を同定したが， この中4 taxaがかん水系のケイ藻であった． 淡水の

池でこのように多くのかん水系のケイ藻の見られる のは南極の陸水のケイ藻フロラの大きし、

特徴である．

Station 2 

海抜約1 0 mの岩盤のくぼみに水がたまった池で， pH8. l のアルカ リ性で，Cl 量9,523 mg/l

の汽水の池である． 池底にはラン藻が沢山繁殖し， 青緑色になっていたが， 藻被の下の軟泥

状の部分は真黒になっており， 強い硫化水素臭を呈していた．

Sample 20 ,81 0 －池底表面のラン藻の表面に付着していたラン藻類材料で，3 taxaのラン

藻を見出し， Phormidium tenueが普通にあった． ケイ藻は7taxa見出した． この中 Navicula

cヮ;ptocephala は多量に生育していたが， 他は少なかった．

Sample 20 ,811 －池底の石に付着していた材料で， ラン藻は3 種見出したが， いずれも個

体数 は少なかった． ケイ藻は5 taxa見出した． この中で Navicula cり;ptocψhalaがおびただ

しく見出された．

Sample 20 ,81 2ー池底の石に付着していた材料で， ラン藻2種を見出したがし、ずれも まれ

で， ケイ藻は6 種見出し Navicula cヮptocψhalaをおびただしく， Navicula sp., Tropidoneis 

laevissimaを普通に見出した．

Sample 20 ,813 －池底の青緑色のラン藻の表面に 付着していた 材料で，4 taxa のケイ藻
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を見出したが， Navicula sp. が普通に， Navicula cワptocφhala がおびただしく生育してい

fこ．

Sample 20, 814 －池底のラン藻の表面に付着していた藻類で， 3taxa のケイ藻を 見 出 し

た． その中 Navicula cりptocψhala と Synedra sp. は普通であった．

Sample 20 ぅ81 5 ー池底のラγ藻の藻被に付着していたもので， この材料では ラ ン 藻 は l

taxonあっただけで， ケイ藻は 7taxaあり， Charcotia australisが普通で， Navicula cヮpto・

cψhala と Tropidoneis laevissimaが多かった ．

この池は海水の約半分の塩分を含むかなり高かんな汽水で， ここではラγ藻を 4 taxa 見

出したが， Phormidium tenue の他は個体数が少なかった. ＇ケイ藻は1 7taxa見出した． この

中種名の同定ので、きた のは14 taxaで， その中7taxa がかん水性で， l種は淡水にもかん

水にも生育できる種で， 合計8 taxa がかん水系のケイ藻であった． この池で採集した材料

の l つ以上の材料で， 普通または多量に生育していた のは Charcotia australis, Navicula sp., 

N. Cワptocψ初la, Synedra sp., Tropidoneis laevissima であった． 今回調査した材料の中での

出現度や個体数 を考える と， この池は Phormidium tenue と Navicula cりptocφhalaが優占し

ていた と言える．

Station 3 

9 0 ×15 × 0.5 mほどの大きさでClを4, 952 mg/l含んでいる汽水の池である． 池底の表面に

青緑色のラン藻の藻被が発達しており， その下の軟泥は真黒で， 硫化水素臭が強かった ．

Sample 20, 81 0－池底のラン藻の藻被 と それに付着していた藻類． ラγ藻を 2種見出した

が， Oscillatoria acuta が多かった． ケイ藻は lltaxa 見出した． この中 Navicula crypto・

cψhala がおびただしく， Tropidoneis laevissima が多量にあったほかは少なかった．

Sample 20, 811－池底のラン藻藻被 と それに付着していた藻類で， ラン藻は 4 taxa 見出

した． その中で Oscillatoria acuta が多く， Phormidium tenue が普通にあった． ケ イ 藻 は

15 taxa 見出した ． この中で Tropidoneis laevissimαがおびただしく， Navicula cりptocφhala

が多量にあった他は， いずれも個体数が少なかった．

この池でラγ藻 4 taxa， ケイ藻 18 taxa を見出し， 種名を同定で、きた のは14 で， この中

9 taxa がかん水系であった． 上に記した生育状態から， この池は Oscillatoria acuta, Na­

vicula cヮptocφhala, Tropidoneis laevissima を優占する池と言える．

Station 4 

小さい汽水の池で， 池底に青緑色のラン藻の藻被があった ．
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Sample 20, 818一一軟泥状の池底の 泥の中に， 2 taxa のラン藻と 5 taxa のケイ藻を見出

した. Navicula cワptocephala が多く， Tropidoneis laevissima と Calothrix sp . が普通で ，

他は個体数が少なかった．

St . 2 はbrackish pond(Cl' 9, 523mg/ l）で， 主要なalgaeは Phormidium tenue, Charcotia 

australis, Navicula sp ., N. cヮptocφhala, Synedra sp ., TroJうidoneis laevissima で， Phormi­

dium tenue と N. Cりptoc，φhala が優占的であった．

St . 3 も brackish pond (Cl' 4, 952 mg/l）で主要な algaeは Oscillatoria acuta, Phormi­

dium tenue, Tropidoneis laevissima, Navicula cヮptocφhala で， 0. acuta, N. cワptocψhala,

T. laevissima が優占的であった．

St. 4 も brackish pondで， 主要な algaeは Calothri:x: sp ., Navicula cヮptocψhala,

Tropidoneis laevissima, Chlorococcum sp . で， Chlorococcum sp . と N. Cヮptocφhala が優占的

であった．

Sample 20, 819－軟泥状の池底 泥中 に4 taxa のラン藻， 2 taxa のケイ藻， 2 taxa の緑

藻を見出した． これらの中で Chlorococcum sp . が お び た だ しく， Navicula cりptocψhala

が多く， Tropidoneis laevissimα と Calothrix sp . が普通で， 他のものは個体数が少なかっ

た．

この池では， ラン藻 4 taxa， ケイ藻 5 taxa，緑藻 2 taxa を見出したが， 上記の生育状

態から ， この池は Chlorococcum sp . と Navicula cワptocψhala を優占する池と言える．

Station 5 

汽水の小さし 、池で，池底に青緑色のラン藻の藻被があった．

Sample 20, 820－池底の軟泥中の藻類で， ラン藻 5 taxa， ケイ藻 ll taxaを見出した． こ

の中 Navicula cワptoc，φhala を多量に， Tropidoneis laevissimα を普通に見出したほかは個体

数が少なかった．

Sample 20, 821－池底の軟泥中の藻類で， ラン藻 l taxon， ケイ藻 l1 taxa を見出した．

この中 Navicula cヮptocψhala がおびただしく， Cocconeis imperatrix と Tropidoneis laeiis­

sima が普通のほかは個体数が少なかった．

この池で 5 taxa のラン藻と1 5 taxa のケイ潔とを見出した． この中ケイ藻の 8 taxa が

かん水系であった． この池の藻類は Navicula cワptocψhala が優占的で、あった．

Station 6 

Sampla 20, 822－池底の底 泥 を 検鏡し， ラン藻4 taxa， ケイ藻 7 taxa，緑 藻 l taxon 
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見出した． この中 Navicula cワptoc，φhala と Tropidoneis laevissima が多量 ， Oscillatoria

angustissima が普通で， 他は個体数が少なかった．

Sample 20,823－池底の底泥で4 taxaのケイ藻を見出した． この中 Navicula cりptocψhala

が普通で， 他は個体数が少なかった． その後この標本を紛失し， ケイ藻以外の藻類の検鏡は

できなかった．

この池で 4 taxa のラン藻 ， 10taxaのケイ藻l taxonの緑藻を見出した． それらの中

でNavicula cりptocφhala と Tropidoneis laevissima が多く， この池ではこれらの2 taxaが

優占的であった．

Station 7 

海抜約 10mで， 海から約6 00m離れた所にある20×50mほどの水深は不明の汽水の池であ

ヮた． 池水のCl量 は5 ,176 mg/lで， 池底の表面には青緑色のラγ藻の藻被 が発達していた

が， この藻被の下は真黒で， 強し 、硫化水素臭を呈していた．

Sample 20,82 4－池底泥の表面の藻類で， ラソ藻 l taxon， ケイ藻 12 taxa 見出した．

これらの中 Oscillatoria acuta と Tropidoneis laevissima がおびただしく， Navicula Cりpto・

cψhala が多量に見られたほかは個体数が少なかった．

Sample 20,825－池底泥の表面の藻類で， ラン藻3 taxa, ケイ藻7 taxa を見出した．

これらの中 Navicula cryptocφhala がおびただしく， Tropidoneis laevissima が多く， Oscil­

latoria acuta, 0. angustissima が普通に見られたほかは個体数が少なかった．

Sample 20,826 一花筒片麻岩に付着していた藻類で， ラン藻 4 taxa， ケイ藻9 taxa， 緑

藻l taxon を見出した． これらの中 Navicula cryptocφhala, Tropidoneis laevissima が多

量に， Oscillatoria angustissima が普通にあったほかは個体数が少なかった．

Sample 20,827－緑色角閃石片麻岩に付着していた藻類で， ラン 藻 5 taxa， ケ イ 藻 12

taxa， 緑藻 l taxonを見出した． これらの中 Chlorococcum sp. がおびただしく， Oscil­

latoria angustissima, Navicula cりptocφhala, Tropidoneis laevissima が多く， Anabaena sp. 

が普通にあったほかは個体数が少なかった．

Sample 20,82 8－斜長石斑状閃緑岩に付着してし、た もので， ラ γ 藻 3 taxa， ケ イ 藻9

taxa， 緑藻2 taxa を見出した． これらの中 Chlorococcum sp. は おびただしく， Navicula

Cりptocφhala, Tropidoneis laevissima が多くみられたほかはいずれも 個体数が少なかった．

Sample 20,829一石英閃緑岩に付着してし 、 た藻類で， ラ ン 藻 4 taxa， ケ イ 藻l1 taxa, 

緑藻2 taxa を見出した． これらの中 Chlorococcum sp. が多く， Navicula cりptocephala と

Trψidoneis laevissima が普通にみられたほかは個体数が少なかった．
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Sample 20,830－黒雲母閃緑岩に付着していた藻類で， ラン藻 3 taxa， ケイ藻 8 taxa, 

緑藻 2 taxa を見出した． これらの中 Oscillatoria ang則的simα が多量にあって， 0. acuta, 

Chlamydomonas sp. と Navicula cりptocφhala が普通にあったほかは個体数が少なかった．

Sample 20,831ー黒雲母閃緑岩に付着していた藻類で， ラ ン 藻 4 taxa, ケ イ 藻 11 taxa, 

緑藻 2 taxa を見出したが， これらの中 Tropidoneis laevissima がおびただしく， Oscil­

latoria angustissima が多く， Navicula cヮptocψhala と Chlamydomonas sp. が普通であった

ほかは個体数が少なかった．

Sample 20,831Aーラン藻 4 taxa， ケイ藻 10 taxa， 緑藻 2 taxa を見出したが， これら

の中 Oscillatoria angustissimα と Chlorococcum sp. が多量に見られ， Navicula cワptocφhala

が普通であったほかは個体数が少なかった．

この池で 7 taxa のラン藻， 30 taxa のケイ藻， 3 taxa の緑藻を見出した． この池の調

査標本数が多かったので， 見出したケイ藻の数は大変多かった． 個体数の多かった種とその

種のみられた標本の数度から， この池は Tropidoneis laevissima, Chlorococcum sp, Navicula 

cヮptocψhala, Oscillatoria angustissima が優占と言える．

5. 主ふ
日岡 議

調査した各池沼で優占的であった種をあげると次のようになる．

Station 1 : Nostoc verrucosum, Navicula muticopsis 

Station 2 : Phormidium tenue, Navicula cryptocψhala 

Station 3 : Oscillatoria acuta, Navicula cヮptocφhala, Trψidoneis laevissima 

Station 4 : Chlorococcum sp., Navicula cワptocφhala

Station 5 : Navicula cヮptocψhala

Station 6 : Navicula cワ;ptocφhala, Tropidoneis laevissima 

Station 7 : Tropidoneis laevissima, Chlorococcum sp., Navicula cり;ptocφhala, Oscil­

latoria angustissima 

Cl 量の定量分析のできてし 、るのは Station 1, 2, 3, 7 の 4 つの池だけであるので， 塩分量

と植生との関連性を明確にはできかねるが， Nostoc verrucosum と Navicula muticopのが淡
水の池で優占してし、た. Navicula muticopsis が南極の淡水域に 優占していることは， 著者
が既に報告 (1867）したのと同じ結果である． 汽水域では， ケイ藻では 既に述べたように
(1962），かすみ岩では Tropidoneis laevissimα が Navicula cヮ;ptocφhala よりやや塩分の淡い
所に優占する形になっていたが， ラン藻や緑藻ではケイ藻ほど明瞭なパタ ーンは見られなか
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Cyanophyta 
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ったが， 塩分の淡い池から濃い池への序列は Oscillatoria acuta, Oscillatoria angustissima, 

Chlorococcum sp., Phormidium tenue となっているように思われた．

次に表lを見ると淡水の池である St. Iと他のStationの間でラン藻や緑藻がかなり相違

した分布パタ ーンを 示して いることがわかる． Chroococcus minutus, Gloeocapsa sp., Nostoc 

verrucosum は淡水の池沼に主に分布し， 汽水域にはほとんど見られない． 逆に汽水域に優占

し， 淡水域にはほとんど見られなかったものは Oscillatoria acuta, 0. angustissima, Chlamy­

domonas sp吋 Chlorococcum sp.で， 淡水域にも汽水域にも見られたのは Calothrix sp.と Phor”

midium tenue であった． ケイ藻と塩分との同様な関連性は Navicula muticopsis, N. cヮpto・

cφhala と Tropidoneis laevissima の上記のような関係が見られただけで、あった．

かすみ岩の藻類は種類数の上からはケイ藻が最も多く， 次はラン藻で、次は緑藻ということ

になるが， 量的にはケイ藻よりもむしろラン藻の方が多いが， 汽水域ではある種の緑藻（た

とえば Chlorococcum sp.）がおびただしく繁殖して緑藻が ‘番多く， 次はラン藻， ケイ藻の

順に量が少なくなるような例も往々見られることがわかった． かすみ岩で見出したラン藻の

中， 種名の同定できたのは9 taxa であるが， この中 l taxon だけが南極特産種で， しか

もこの個体数は大変少なかったので， かすみ岩のラン藻は量的にはほとんど全部世界広汎種

であったと言える． 緑藻は種名の同定できたのはl種だけで， これは世界広汎種であった．

ケイ藻は種類数から言うと大半のものは南極特産種で， 個体数も淡水の場合は南極特産種の

方がむしろ多し、位であるとし、う事実に比べると， ラン藻の方は南極要素が少ないと言える．

4. 藻 類 目 録（ケイ藻を除く〉

Cyanophyta 

Anabaena oscillarioides BORY var. kasumensis FUKUSHIMA var. nov. (Pl. 2, f. C-G, K­

M) 

糸状体は真黒で， 幅3 .5～4 µ， 横隔膜で強くくびれ， 細胞は楕円状， 擬空胞を 有せず， 長

さ5～5 .5 µ. 異形細胞は正四角状 からやや楕円状， 幅6µ， 長さ6～7 µ. 休眠細胞は球状か

らやや楕円状， 幅8.5～ IOµ， 長さ9～13 µ， 異形細胞の横， 両横かすぐ近くに数個並んで形

成する．

基本種と異なる点は， 栄養細胞がやや小形な点と， 休眠細胞の長さが小さい点である．
Sample 20,827(St. 7）で普通に見られたが， 他の1 0材料（3 地点〉で少量またはまれにみ

られた. St. 7の池に量は少なかったが， かなり広く分布していた. A. oscillarioides はフォ
ー クランド， ジェ ニー 島（GAIN, 1912） などで記録されている．
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基準標本 ： Preparat K l  (Sample 20,827 ) . 

基準標本産地 ： 南極大陸 Prince Olav Coast ， かす み岩 S tat ion7 池．

基準標本 は横浜市立大学生物学教室 で保存 ．

Tricho mat ibus 3 .5- 4 µ  crassis, cellula ult ima ro t undata; cellu日s 5-5 .5 µ  longis ; het ero ・

cyst is quadrat is vel subo blongis, 6 µ crassis, 6-7 µ longis ;  spo ris subsphaericis vel 

o blongis , 8 .5 ...,. IOµ crassis, 9- 13 µ longis. 

Calothrix sp・ （pl . 2, f. H-J) 

今回 の材料 では Sample 20,809(S t .  l ) ,  Sample 20,818. 20,8 19(St .  4 ） で普通に見 出し，

その他l l の材料 で少 量かま れに見 出 さ れた． かす み岩では 量 は 多くはなかった が， 割合広 く

分布している 種 であった．

Chroococcus minutus (KuTz) NAEG・ （pl. 1 ,  f. F) 

GEITLER, in Rabenhorst ’s Kryptogamen-Flora, 14, 232, f. 1 1 2a,  1 1 3c ( 1932) . 

細胞 は2～ 4 ， 球状 で淡 青緑色， 無 色 の無構造 の膜 あり ． 膜を含 ま な い細胞 の幅 4 . 4 µ, 長

さ 6µ. 膜を含む細胞 の幅 5 µ， 長 さ 10µ. 世界広汎種 で， 南極か ら は Ker guelen (WILLE, 

192 4 ) Wint er Harbo ur (FRITSCH, 1912),  Ro ss Island (W. and G. S.  WEsT),  So ut h 

Geor gia (C:ARLSON, 1913 ） な と＊か ら も 知 られている ． 今回 の材料 では， S t . 1 と 8 の池から

だけ見 出したので， 南極の汽 水の池には生育しにくいよ う に思 え る . 20,803 の材料 では 普通

に見 られた が， 他の材料 では 少 量か， ま れ に見 られる 程度 であった．

Coelosphaerium dubium GRUN. (pl. 2, f. A) 

GEITLER, in Rabenh., l. c., 254, f . 1 2 l f, 1 22a ( 1932）・

群体 は球状で、50～77 µ. ゼ ラチ γ質 の膜 には構造 がな い． 細胞 は球状 よ り やや楕 円 状 で，

密 に配列す る ． 擬空胞を有す る ． 細胞 の直径 は4 .5～5 .5 µ.

S t .  1 の1 材料 でま れに見 られただ け で， 充分な観察 ができなかった が， 形態的な特徴か

ら本種 と 同定した が， Nostoc が古 くな る と 本種 と 区別し難 いよ う な形 にな る こ と がある ので

はな いかと も 考 え ている が， 観察例 が少な いので断言 はできな いが， KoMAREK and Ru­

ZICKA( l966） は No vo lazarevska ya基地 付近 の材料 でN. punctiforme が本種 と 区別し難 い

よ う な co lony を形成す る 例を 図 示している ．

Coelosphaerium は南極 で多くは記録 さ れていな いが， C. kut;:;ingianum が Ker guelen 

(WILLE, 192 4 ;  BowRELLY and MANGUIN, 195 4 ） で記録 さ れている ．

Gloeocapsa sp. (pl. 1 , f. G-H) 
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Nostoc が死んで風化して く る と， Gloeocapsa vこよ く 似て く ることがあることも観察した

( pl .  3, f. B ） ので， Gloeocapsa sp . と 一応同定したが， あるいは他のものであるかも知れ

ない．

Nodularia quadrata FRITSCH ( pl. 1 ,  f .  0-Q) 

FRITSCH, Nat. Antarct. Exped. Nat. Hist., 6, 45, pl. 2, f. 1 09- 1 1 5  ( 1 9 1 2） ・

細胞の 幅 3.5～4 µ， 長さ 2～ 3.5µ. N. harvりαna に似て栄養細胞の小さし、種であるが， 異

形細胞が平た く なく ， 幅 と 長さがほ と んど同 じか， 時 には長さの方が大である と し、う大きい

特徴があるので容易に区別することができる．

fRITSCH ( l91 2 ）がSouth Victo ria Landから報告して いるだけで， その後の記録はない

ようであるが， 今回原産地より随分離れたかすみ岩で見出 したのは興味がある． 今回は汽水

の池の St. 5 の l 材料から見出したが， 個体数 は少なかっ た．

Nostoc verrucosum VANCHER ( pl .  2, f .  B ;  pl . 3, f. A-E) 

GEITLER, in Rabenh., l .  c., 854, f. 43, 542-543 ( 1 932) . 

群体は球状からこぶ状， さやは厚 く ， 細胞は短い樽状で幅約 3µ， 長さ約 4 µ, 異形細胞

は径 6 µ.

Station l の池， 特に Sample20 ,804 , 20 ,805 に多 く 優占種 と なっていた．

Oscillatoria acuta BRUHL et B1swAs ( pl .  I, f .  I-N) 

GEITLER, in Rabenh., l, c., 978 ( 1 932); DESIKACHARY, Cy., 240, pl. 39, f. 5, 8 ( 1 960). 

糸状体は青緑 で真 っ す くや， I幅 6 µ, 横隔膜の ところで く びれず， 先端部はやや細 く なり，

かぎ状に湾曲し， 尖端細胞は円 錐状， 擬空胞を持つ． 細胞の長さは2.7～ 5µ.

本種はイン ドで記録されているが， 南極からは初めての記録のようである． 今回の調査材

料では， 淡水の池の St . I からは全然見出すことができなかったが， St .8 では8 材料のうち

5 材料で本種を見出し， その中 I 本で普通に見られた． 汽；tの池 St. 3 と 7 では本種が優占

的であり， St . 2 ヲ 4 , 5 でも見出された． このようにかすみ岩では淡水から汽水に広 く 分布し

ていたが， 特に汽水の池に多 く ， 時 には優占的に生育して いた．

Oscillatoriα α：ngustissimα 

GEITLER, in Rabenh., l. c., 965 ( 1 932) . 

糸状体は青緑色で 0 .8µ の幅， 先端が細 く ならない． 横隔膜で く びれない．

本種も今までに南極からの記録はないようであるが， 今回の調査では淡水の池 St .8 では

6 材料中4 材料で優占的であった． 汽水の池では St. 3, 6 , 7 で見出したが， St. 6, 7 の各 l
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材料で、優占的で、あった．

Phormidium borneri ScHMIDLE ( pl .  I ,  f. R-S) 

GEITLER, in Rabenh., l. c., 1 008 ( 1 932) . 

博 〔南極資料

糸状体は青緑色でほぼ真 っ す ぐ， 横隔膜で く びれない． 幅 2µ， 先端部は細 く ならず， 頭

部状にもならない． 細胞は大抵は幅より短いが， 時 にはほぼ等長になる．

この種も南極ではまだ記録されていないようであるが，St.5,  6 , 8 で得た5 材料で見出 し

たが， 個体数 は多 く はなかった．

Phormidium tenue ( MENEGH.) GoM. ( pl. I, f. D-E) 

GEITLER, Rabenh., l .  c., 1 004, f. 642d, e ( 1 932) . 

細胞の幅 I µ， 長さ 2～ 3µ. 糸状体は真 っ す ぐまたは湾曲する． 横隔膜の と こ ろ でやや く

びれる． 先端細胞にカ リプ ト ラを有せず， 円錐状より鈍頭状．

南極では South Victo ria Land の Wint e r Harbour ( FRITSCH, 1 91 2 ） で記録されて

いるだけのようであるが， かすみ岩では広 く 分布 していたが， 淡水の池の St.l の 2 材料で

は優占的であった . St. 2, 3, 4, 5, 8 の池で見出 したが， 個体数 はさほど多 く はなかった．

Synechococcus cedrorum SAUVAGEAU ? ( pl. 1 ,  f. A-C) 

GEITLER, in Rabenh., l. c., 273 ( 1 932） ・

細胞の 幅 3.5～ 匂， 長さ 3.5～4 . 5µ.

形態的にも似て いる ので， 本種 と 同定 したが， Nostoc が極端に古 く なる と このような形

になる場合があるのではなし 、か と 推察で きるが， St. 1 の l 材料でまれに見出 しただけであ

る ので， 断定で きない．

南極か ら は初めての報告のようである．

Chlorophyta 

Chlam ydomonas sp ・（ pl.4 ,  f. K-L) 

南極から何種 類かの Chlamydomonas が記録されているが， 今回は固定 した材料で， pal­

mella stage があっただけなので，種名の同定はで きなかった．

Chlorococcum sp ・（ pl.4 ,  f. A-G) 

直径1 4 µより30µほどの球状の細胞がSt.4 , 7の池に多量に見られた． 特 にSample 20,81 9 , 

20,827, 20,828 におびただ し かった． これらの細胞に混 じって， pl.4 ,  f. E '  tこ示 し た よ う

に， λtfycanthococcus antarcticus WILLE ( GAIN, p .  184 , pl. 4 ,  fふ1 91 2 ）ら しい個体がわず か
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に見出 さ れた． ま た pl. 4 ,  f. H-J のよ う な Chryso phyta らしい 個体 がみられた が， 個体

数は 少なかった．

Microゆora stagnorum (KuTZ.) LAGERH. ? ( pl. 4 , f. M-P) 

細胞 の幅 7 ～8µ， 長さ 17 ～3 1 µ. 横隔膜 の所でく びれる 点 が本種 と 異な る ． S t. 7 の 4 材

料 で見出した が個体数は いず れも 少なかった．
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Plate 1. A-C) Synechococcus cedrorum?, D-E) Phormidium terwe, F) Ch roococcus minutus, 

G-H) Gloeocapsa sp., 1-N) Oscillatoria acuta, 0 Q) Nodularia quadrata, R, S) 
Phormidium terme. Scale 二 1 Oµ. 
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Plate 3. Nostoc ve rrucosum, A-C = Scale b, D E = Scale a.  Scale ニ l Oµ. 
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Plate 4. A-G) Chlorococcum sp., H-J) Genus sp. ,  K-L) ChlaηりdomonαJ sp. (Palmella 
stage〕 ， M-P) Aficrospora stagnorum? Scale = I Oµ ・


